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市民七タまつり 

市ふるさと行事のひとつ「市民七タまつり」が8月5日から7曰にかけて、 

クロスロー ドたまちを会場に開催されました。 

今年は震災の犠牲者の鎮魂や相馬市の復興への祈りを込めての開催。 

歩行者天国になった通りには、各商店や団体が作った七タ飾りや、幼稚園児 

たちが願いを込めた短冊が立ち並び、多くの家族連れなどで賑わいました。 

7曰にかけ、会場に設けられた特設ステージでは、バンド演奏、フラメンコ、 

ヨサコイなど多彩なイベントが繰り広げられました。 
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鎮 
魂 
と 
復 
H 
へ 
の 
祈 
u 

相
馬
の
夏
祭
り 

恒
例
の
祭
り
も
、
今
年
初
め
て
の
祭
り
も
、
市
民
の
熱
い
思
い
で
華
や
か
に
夏
を
彩
っ
た 
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大瓜市 
8月12日、400年の歴史がある伝統行事、宇多川町の瓜市が開催されました。 

この行事は、お盆の行事に用いる品物や供物などを買いそろえる盆市として、恒例となつています。 

震災復興を祈願した今回は、子どもたちの願いが書かれた祈願笛流しや、花火大会が催されるなど多彩な内容で 

の開催。 

歩行者天国となつた通りには、すいかなど果物だけでなくお盆に必要な竹細工や花など様々なものが並んだほか、 

大相撲玉ノ井部屋の力士たちのちゃんこ鍋販売などが行われました。 

特設ステージではYukie & Sumireや堀下さゆりさんのコンサート、フラダンスなどが披露され訪れた市民を魅 

了しました。 
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そうま慰霊花火大会 

東
日
本
大
震
災
そ
ぅ
ま
慰
霊
花 

火
大
会
は
8
月
1
3
日
、
相
馬
光
陽 

サ
ツ
カ
丨
場
で
開
か
れ
、
夜
空
に 

咲
く
大
輪
の
花
に
約
一
万
人
の
来 

場
者
が
鎮
魂
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し 

た
。 実

行
委
員
会(

実
行
委
員
長• 

荒
井
宏
美
相
馬
商
工
会
議
所
会 

頭)

の
主
催
。
被
災
地
支
援
団
体 

「

ジ
ゲ
ン」

な
ど
が
企
画
•
運
営 

に
携
わ
り
、
市
な
ど
の
後
援
。 

テ
丨
マ
は「

ふ
る
さ
と
相
馬
の 

鎮
魂
と
復
興
に
舞
い
あ
が
れ
光
明 

の
大
輪」

 

相
馬
市
仏
教
会
の
僧
り
ょ
に
よ 

る
読
経
が
さ
さ
げ
ら
れ
、
約
3
千 

発
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
中
野
く
ん 

さ
ん
や
井
上
由
美
子
さ
ん
な
ど
を 

は
じ
め
と
し
た
多
数
の
タ
レ
ン
ト 

が
ス
テ
丨
ジ
を
彩
り
、
相
馬
に
元 

気
を
与
え
ま
し
た
。 

3 

•=：? 
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盆
踊
り
大
会 

第
3
8
回
盆
踊
り
大
会
は
8
月
1
4 

曰
に
ス
ポ
^
ツ
ア
リ
^
ナ
そ
ぅ
ま 

駐
車
場
で
行
わ
れ
、
約
1
,
o
o 

o
人
が
そ
ろ
い
の
浴
衣
や
法
被
姿 

で
参
加
、
鎮
魂
と
復
興
へ
の
祈
り 

を
乗
せ
て
踊
り
流
し
ま
し
た
。 

参
加
し
た
の
は
企
業
や
市
民
グ 

ル
丨
プ
な
ど
大
人
の
1
6
団
体
、
子 

ど
も
の
3
団
体
に
加
え
、
工
夫
を 

こ
ら
し
た
仮
装
団
体
な
ど
の
参
加 

も
あ
り
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し 

た
。
仮
設
住
宅
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ 

ス
も
運
行
さ
れ
、
入
居
者
ら
も
踊 

り
の
輪
に
加
わ
り
ま
し
た
。 

踊
り
に
は
夏
合
宿
中
の
玉
ノ
井 

部
屋
の
力
士
ら
も
参
加
し
祭
り
に 

華
を
添
え
ま
し
た
。 

会
場
に
は
約
4
，
o
o
o
人
の 

家
族
連
れ
ら
が
訪
れ
、
去
り
ゆ
く 

夏
を
惜
し
み
な
が
ら
祭
り
を
楽
し 

ん
で
い
ま
し
た
。 



向
陽
中
特
設
デ
イ
べ
丨
ト
部
全
国
大
会
出
場 

全
国
中
学•

高
校
デ
イ
べ
^
ト 

選
手
権
に
出
場
す
る
向
陽
中
特
設 

デ
イ
べ
丨
ト
部
の
生
徒
8
人
は
7 

月
2
0
曰
、
市
役
所
を
訪
れ
、
安
良 

教
育
長
に
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。 

同
部
は
7
月
1
0
日
に
仙
台
市
で 

開
催
さ
れ
た
東
北
地
区
中
学•

高 

校
デ
イ
べ
丨
ト
選
手
権
第
1
6
回 

デ
イ
べ
丨
ト
甲
子
園
東
北
地
区
予 

選
で
優
勝
し
、
今
回
の
全
国
大
会 

出
場
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。 

報
告
を
受
け
た
安
良
教
育
長
は 

「

全
国
に
、
相
馬
の
子
ど
も
た
ち 

が
こ
れ
だ
け
頑
張
つ
て
い
る
と
い 

ぅ
こ
と
を
見
せ
て
き
て
く
だ
さ 

い」

と
激
励
。 

8
人
を
代
表
し
て
菊
地
智
周
さ 

ん
は「

自
分
た
ち
が
伝
え
た
い
こ 

と
を
つ
た
え
ら
れ
る
よ
ぅ
に
頑
張 

り
た
い」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。 

同
全
国
大
会
は
、
8
月
6〜

8 

曰
、
東
洋
大
学(

東
京)

で
開
催 

さ
れ
ま
し
た
。 

大
相
撲
玉
ノ
井
部
屋
の
相
馬
夏 

合
宿
土
俵
開
き
は
7
月
M
日
、
松 

川
浦
ス
ポ
丨
ツ
セ
ン
タ
丨
相
撲
道 

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

合
宿
初
日
、
玉
ノ
井
太
祐
親
方 

や
志
賀
駿
男
先
代
親
方
と
力
士
、 

玉
ノ
井
部
屋
相
馬
市
後
援
会
関
係 

者
が
出
席
し
て
土
俵
開
き
を
行
い
、 

合
宿
中
の
安
全
と
力
士
た
ち
の
活 

躍
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
相
撲 

道
場
が
浸
水
し
、
一
時
合
宿
開
催 

が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
土
俵
の 

土
を
張
り
替
え
る
な
ど
の
復
旧
作 

業
を
進
め
、
相
馬
の
夏
の
風
物
詩 

が
今
年
も
始
ま
り
ま
し
た
。 

土
俵
開
き
で
は
立
谷
一
郎
後
援 

斧 

を 

a 

決意を示 

ジを国連に持ち 

きる 

か 

大 

察 

浜 

ほ 

断 

で 

夫 

務 

3 

総 

で 

を 

波 

区 

会
長
が「

相
撲
道
場
が
自
衛
隊
や 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
多
く
の
人
の
協 

力
で
復
旧
で
練
習
で
き
る
よ
ぅ
に 

な
っ
た
。
強
い
力
士
に
な
つ
て
も 

ら 

市 
民 
に 
弾 
み 
を 

ナ 

目 

馬
の
復
興
に
つ
な
げ
た
い」

と
あ 

い
さ
つ
。
立
谷
市
長
ら
が
歓
迎
の 

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

玉
ノ
井
親
方
は「

た
く
さ
ん
の 

市
民
と
交
流
し
な
が
ら
、
良
い
合 

宿
を
送
り
た
い」

と
お
礼
の
言
葉 

を
述
べ
ま
し
た
。 

相
馬
夏
合
宿
は
8
月
M
日
ま
で
。 

力
士
た
ち
が
稽
古
に
励
み
、
大
瓜 

市
や
盆
踊
り
な
ど
夏
の
イ
べ
ン
ト 

で
市
民
と
交
流
し
ま
し
た
。 
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女
性
消
防
隊 

S
季
防
火
広
報 

相
馬
市
女
性
消
防
隊
の
夏
季
防 

火
広
報
出
発
式
は
8
月
5
日
、
相 

馬
消
防
署
で
行
わ
れ
各
地
区
の
女 

性
消
防
隊
長
な
ど
U
人
が
参
加
し 

ま
し
た
。 

出
発
に
先
立
ち
立
谷
品
子
隊
長 

が
、「

相
馬
の
復
興
の
た
め
に
も
、 

お
母
さ
ん
た
ち
が
が
ん
ば
ら
な
い 

と
い
け
な
い
。
今
日
は
元
気
な
声 

で
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
て
く
だ 

さ
い」

と
あ
い
さ
つ
。 

そ
の
後
、
消
防
署
職
員
や
市
職 

員
ら
と
と
も
に
広
報
車
4
台
に
分 

か
れ
、
市
内
各
地
で
火
災
予
防
を 

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

今
年
も
夏
の
風
物
詩
玉
ノ
井
部
屋
夏
合
宿 



感謝の気持ちでフレー 
スポーツ大会出場報告 

全日本スポ一ツ選手権大会に出場す 

る選手たちは7月25日市役所を訪れ、 

立谷市長に出場を報告しました。 

各選手は、県選抜•県大会優勝を経 

て、今回の大会出場となりました。 

報告を受けた立谷市長は「力を出し 

切って、練習の成果を十分出して頑 

張って」と激励。 

選手を代表して、相馬高校バレー 

ボール部の羽根田駿太郎さん（相高3 

年）が「皆さんの支えでここまで来れ 

た。感謝の気持ちを忘れずに、やれば 

できるということを見せてきたい」と 

出場への抱負を述べました。 

出場する大会•選手は次のとおり 

【第39回全日本ジュニアトランポリ 

ン競技選手権大会】 

•前川由貴奈さん（日立木小6年） 

•鈴木奈菜美さん（中村ニ中1年） 

•佐藤遼さん（中村一中2年） 

•菊地智周さん（向陽中3年） 

【第11回全日本少年少女空手道選手 

権大会】 

•齋藤和輝さん（中村ニ小6年） 

【平成23年度全国高等学校総合体育 

大会男子ノ ̂レーボール競技大会】 

•相馬高校バレーボール部 

O 広 報 そ う ま H 2 3 . 9.1 

タ
食
支
援
に
シ
ダ
ッ
ク
ス
か
ら
キ
ッ
チ
ン
力
丨 

シ
ダ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
か
ら
8 

月
8
日
、
車
内
に
厨
肩
施
設
を
完 

備
し
た
キ
ッ
チ
ン
力
丨
が
相
馬
市 

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

寄
贈
式
で
は
、
立
谷
市
長
が 

「

被
災
者
を
支
援
し
て
い
く
な
か 

で
、
食
事
の
提
供
は
大
き
な
ボ
イ 

ン
ト
。
独
居
老
人
世
帯
へ
の
食
事 

の
提
供
な
ど
、
末
長
く
活
用
さ
せ 

て
い
た
だ
き
た
い」

と
あ
い
さ
つ
。 

シ
ダ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
の
河
本 

茂
樹
常
務
取
締
役
は「

今
後
、
さ 

ら
に
市
民
の
皆
様
と
心
を
ひ
と
つ 

に
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い」

と 

述
べ
ま
し
た
。 

こ
の
キ
ッ
チ
ン
カ
^~

を
使
い
、 

8
月
M
日
か
ら
柚
木
工
業
団
地
の 

仮
設
住
宅
で
、
タ
食
約
5
0
0
食
が
提 

供
さ
れ
て
い
ま
す
。 

他
の
仮
設
住
宅
に
は
、
市
内
民 

間
企
業
の
社
員
食
堂
厨
一
居
を
使
い 

調
理
さ
れ
た
タ
食
が
提
供
さ
れ
て 

い
ま
す
。 

身
障
者
•
買
物
弱
者
支
援
リ
ヤ
カ
丨
で
個
別
販
売 

7
月
m
日
か
ら
、
身
障
者
.
買 

物
弱
者
支
援
事
業
と
し
て
、
リ
ヤ 

力
ー
引
き
個
別
販
売
が
始
ま
り
ま 

し
た
。 

こ
の
事
業
は
、
市
で
雇
用
し
た 

販
売
兼
生
活
支
援
員
が
各
仮
設
住 

宅
を
巡
回
し
て
商
品
を
提
供
し
、 

買
物
弱
者
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。 

7
月
2
0
日
、
東
グ
ラ
ウ
ン
ド
の 

仮
設
住
宅
で
行
わ
れ
た
リ
ヤ
カ
ー 

販
売
の
販
売
品
は
、
ね
ぎ
、
卵
、 

な
め
こ
、
ト
マ
ト
、
き
ゆ
ぅ
り
な
ど
。 

あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で
し
た
が
、 

リ
ヤ
カ
ー
販
売
の
掛
け
声
を
聞
き 

つ
け
、
あ
つ
と
い
う
間
に
リ
ヤ 

カ
丨
の
周
り
に
は
人
だ
か
り
が
で 

き
ま
し
た
。 

集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、
数
々
の 

商
品
を
見
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
買 

い
物
を
し
て
い
ま
し
た
。 

只
見
、
金
山
両
町
、 

支
援
物
資
を
送
る 

豪 

へ 

相
馬
市
と
相
馬
地
方
広
域
水
道 

企
業
団
は
7
月
M
日
、
豪
雨
災
害 

に
見
舞
わ
れ
た
県
内
の
只
見
町
、 

金
山
町
、
新
潟
県
の
三
条
市
に
支 

援
物
資
な
ど
を
送
り
ま
し
た
。 

只
見
町
に
は
職
員
4
人
を
運
送 

担
当
と
し
て
派
遣
。
ワ
ゴ
ン
車
一 

台
分
の
力
ッ
プ
翅
や
レ
ト
ル
ト
ご 

飯
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
物
資
や
、 

2
ト
ン
給
水
車
を
運
送
し
ま
し
た
。 

新
潟
県
三
条
市
に
も
さ
ら
に
職 

員
2
名
を
派
遣
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト 

ル
入
り
飲
料
水
を
届
け
ま
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
で
会
津
地
方
や 

新
潟
県
か
ら
の
支
援
を
受
け
た
恩 

返
し
と
し
て
発
送
。
出
発
に
先
立 

ち
立
谷
市
長
が
運
送
担
当
職
員
を 

激
励
し
ま
し
た
。 



太陽光発電システム寄贈 

マスク財団 

再生可能エネルギーなどを支援している米国のマスク財団 

(イーロン•マスク会長）が太陽光発電システムを光陽地区に 

建設し、市に寄贈することなり7月29曰、現地で着工式が行わ 

れました。 

同財団が寄付したのは太陽光パネル96枚と設置に伴う費用（2 

千万円相当）。パネルの合計出力は20キロワッ卜で石炭灰処分 

場の埋立地に設置し、同施設の水処理施設の電力として利用し 

ます。 

立谷市長は着工式で「今回の20キロワットは火種。この火種 

が相馬市、福島県あるいは日本全体に大きく広がってくれるこ 

とを願ってやまない」と感謝の言葉を述べました。 

着工式後開かれた記者会見でマスク会長は「今回の寄付が未 

来への希望に繋がればと思う。未曾有の震災の中で、いい例と 

して心に残ってくれれば。ソーラ一が重要なエネルギーという 

ことを、日本や世界に伝えたい」とメッセ一ジを述べました。 

マスク会長は電気自動車開発「テスラモーターズ」のCEOで、 

電子決済サービス「ペイパル」の創業者です。 

ダウ•ケミカル社 

災害公営住宅で支援 

H23. 9.1広報そうま© 

相
馬
市
内
に
イ
オ
ン
交
換
樹 

脂
工
場
を
持
つ
、
米
化
学
最
大 

手
ダ
ゥ•

ケ
ミ
カ
ル
の
ア
ン
ド 

リ
ユ
j 

•

リ
バ
リ
ス
会
長
兼
C
E 

o
は
、
被
災
高
齢
者
向
け
災
害
公 

営
住
宅
ー
棟
を
建
設
し
相
馬
市
へ 

寄
贈
す
る
と
し
て
、
8
月
4
曰
相 

馬
市
役
所
で
記
者
会
見
を
行
い
ま 

し
た
。 

こ
の
災
害
公
営
住
宅
は
市
が
被 

災
高
齢
者
の
孤
独
死
を
防
ぐ
た
め 

に
建
設
を
計
画
し
て
い
る「

相
馬 

井
戸
瑞
長
屋」

の
ぅ
ち
の
1
棟
。 

「

相
馬
井
戸
^
長
屋」
は
市
が 

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フH

ス
ト
研
究 

所
と
共
同
開
発
し
た
も
の
。
独
居 

高
齢
者
や
老
々
世
帯
が
対
象
で
1 

棟
じ
世
帯
の
平
屋
。
バ
リ
ア
フ 

リ
j
で
軽
度
要
介
護
状
態
に
も
対 

応
し
、
個
室
の
ほ
か
談
話
コ
丨 

ナ
丨
や
食
堂
エ
リ
ア
な
ど
も
設
け 

ま
す
。
入
居
者
が
一
堂
に
会
し
て 

タ
食
を
取
る
な
ど
、
高
齢
者
の
孤 

独
状
態
を
防
ぐ
体
制
を
整
え
ま
す
。 

今
回
ダ
ウ
.
ケ
ミ
カ
ル
社
か
ら 

寄
贈
さ
れ
る
集
合
住
宅
は
、
同
社 

の
断
熱
材
、
ソ
丨
ラ
丨
パ
ネ
ル
、 

水
浄
化
シ
ス
テ
ム
な
ど
最
新
技
術 

を
導
入
、
馬
場
野
の
市
有
地
に
今 

年
末
ま
で
建
設
さ
れ
ま
す
" 

災
害
公
営
住
宅
は
ニ
尸
建
て
1
2
1 

戸
と
集
合
住
宅
4
棟
の
建
設
を
市 

が
計
画
し
て
い
る
の
に
加
え
、
さ 

ら
に
ダ
ウ•

ケ
ミ
カ
ル
社
か
ら
の 

集
合
住
宅
ー
棟
が
加
わ
り
ま
す
。 

リ
バ
リ
ス
会
長
兼
C
E
O
は
会 

見
で「

タ
ウ
が
事
業
活
動
を
展
開 

す
る
世
界
各
地
の
地
域
社
会
に
貢 

献
す
る
と
い
ぅ
目
標
を
相
馬
市
で 

実
行
に
移
す
こ
と
が
で
き
、
感
謝 

し
て
い
ま
す」

と
述
べ
ま
し
た
" 

立
谷
市
長
は「

大
変
温
か
い
申 

し
入
れ
を
い
た
だ
い
た
。
災
害
弱 

者
で
あ
る
高
齢
孤
独
者
の
た
め
の 

住
宅
と
し
て
、
十
分
に
活
用
さ
せ 

て
い
た
だ
き
た
い」

と
感
謝
を
述 

ベ
ま
し
た
。 

同
社
は
震
災
直
後
の
3
月
1
5
曰 

に
は
市
に
§
万
ド
ル(

1
億
6
千 

3
百
如
万
円)

の
義
援
金
を
寄
付 

す
る
な
ど
、
継
続
的
に
相
馬
市
の 

復
興
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 
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「東日本大震災後の福島•伊達•相馬地方の幹線道路整《を 

考える緊急フォーラム」は8月9曰、相馬フローラで開催さ 

れました。 

主催者の安部三十郎米沢市長が「復興のため東北中央自動車 

道の整備が大事」とあいさつしたあと、立谷市長が「命を守つ 

た道路」と題し基調講演を行いました。 

基調講演では、相馬市の震災直後の被災状況や避難所の状況、 

災害対策本部の対応を説明しながら道路整備の必要性を説明。 

続いて、社団法人日本損害保険協会副会長の牧野治郎氏を 

コ一ディネーターとして「東北中央自動車道の整備」をテーマ 

にしたパネルディスカッションが行われました。 

パネラーの渡辺孝男参議院護員、三原じゅん子参讓院議員、 

仁志田昇司伊達市長、加藤憲郎新地町長、立谷市長がそれぞれ 

の立場から道路整備へ意見を交わしました。 

最後に、震災復興や住民生活を支える基幹道路として、東北 

中央自動車道と阿武隈東道路、霊山道路の早期完成について決 

議文を採択しました。 

幹線道路整備を考える 
緊急フォーラムを開催 

玉
野
地
区
で 

除
染
に
関
す
る
説
明
会 

市
内
で
も
比
較
的
空
間
放
射
線 

量
の
高
い
玉
野•

東
玉
野
地
区
の 

約g

世
帯
に
高
圧
洗
浄
機
を
配
布 

し
た
こ
と
に
伴
ぅ「

除
染
に
関
す 

る
説
明
会」

は
8
月
叩
日
、
玉
野 

中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
地
区 

住
民
な
ど
約
如
人
が
参
加
し
ま
し 

た
。 説

明
会
で
は
東
京
大
学
医
科
学 

研
究
所
の
医
師
•
坪
倉
正
治
氏
を 

講
師
に
迎
ぇ
、
効
果
的
な
除
染
の 

方
法
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ 

ま
し
た
。 

高
圧
洗
浄
機
を
使
用
し
た
除
染 

で
は
屋
根
、
壁
、
足
元
な
ど
高
い 

と
こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
へ
向 

か
つ
て
洗
浄
す
る
こ
と
や
、
コ
ケ 

や
泥
な
ど
を
重
点
的
に
落
と
す
こ 

と
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
ス
ラ
イ 

ド
を
使
つ
た
説
明
で
参
加
し
た
住 

民
の
理
解
を
探
め
ま
し
た
。 

布
立
幼
小
中
学
校 

校
庭
の
表
土
削
り 

市
立
幼
小
中
学
校
校
庭
の
放
射 

線
量
を
低
減
さ
せ
る
た
め
の
表
土 

を
削
る
作
業
を
8
月
4
曰
か
ら
実 

施
し
ま
し
た
。 

5
月
に
作
業
を
済
ま
せ
た
玉
野 

幼
小
中
学
校
以
外
の
市
立
幼
小
中 

学
校
が
作
業
の
対
象
で
す
。 

写
真
は
8
月
5
曰
、
八
幡
小
学 

校
で
の
作
業
の
様
子
。 

校
庭
の
表
土
を
削
り
、
そ
の
土 

を
校
庭
に
掘
っ
た
穴
に
シ
丨
ト
を 

敷
い
て
埋
め
、
上
か
ら
も
シ
ー
ト 

を
か
ぶ
せ
た
ぅ
え
、
厚
さ
約
5
0
セ 

ン
チ
の
土
を
か
ぶ
せ
ま
す
。 

市
立
幼
小•

中
学
校
で
は
6
月 

か
ら
各
校
で
M
地
点
ず
つ
の
き
め 

細
や
か
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を 

行
つ
て
い
ま
す
。
1
マ
イ
ク
ロ
か 

\
h
以
上
の
地
点
で
は
立
入
禁
止 

な
ど
で
子
ど
も
た
ち
が
近
づ
か
な 

い
よ
ぅ
に
し
な
が
ら
、
土
や
泥
の 

除
去
に
よ
り
放
射
線
量
を
下
げ
る 

対
策
を
行
っ
て
い
ま
す 

屮
央
道
福
島
相
馬
問 

¥
期
整
備
着
工
を
要
望 

8
月
1
0
日
、
立
谷
市
長
は
国 

土
交
通
相
を
訪
れ
、
大
畠
章
宏 

大
臣
に
東
北
中
央
道
福
島
-
-
相 

馬
間
の
未
事
業
化
区
間
の
早
期 

着
工
を
要
望
し
ま
し
た
。 

9
曰
に
市
内
で
開
催
さ
れ
た 

「

東
日
本
大
震
災
後
の
福
島•

 

伊
達•

相
馬
地
方
の
幹
線
道
路 

整
備
を
考
え
る
緊
急
フ
ォ
丨
ラ 

ム」

で
の
決
議
を
受
け
、
地
元 

自
治
体
を
代
表
し
て
の
要
望
。 

立
谷
市
長
は「

わ
れ
わ
れ
の 

地
域
の
再
興
の
た
め
、
取
り
組 

ん
で
ほ
し
い」

と
要
望
書
を
手 

渡
し
ま
し
た
。
要
望
後
、
立
谷 

市
長
は「

大
臣
か
ら
は
一
生
懸 

命
や
る
と
の
力
強
い
言
葉
を
い 

た
だ
い
た
。
財
源
に
つ
い
て
も 

心
配
す
る
な
と
の
こ
と
だ
つ 

た」

と
述
べ
ま
し
た
。 

| 



相馬市からのお知らせを 

. ラ ジ オ で 放 送 し て い ま す . 

芒ラまさL1がL1エフエム 

周波数：76.6 メガヘルツ 

放送時間：常時 

定時放送は9時、13時、17時 

H23. 9.1広報そうまの 

会場と日時 

曰 時 相 談 会 場 

1〇月1日（土） 
1 0 時 〜 1 5 時 

会津若松市 
勤労青少年ホーム 

1 0月 2曰（曰） 
1 • 時 〜 1 5 時 郡山市労働福祉会館 

1〇月2曰（曰） 
1〇時〜 1 5時 

県いわき合同庁舎 
南分庁舎 

10月；
；
；

日 

県
借
上
げ
住
宅
受
付
終
了 

震
災
に
よ
り
住
居
が
全
壊
ま
た 

は
長
期
に
わ
た
っ
て
居
住
す
る
住 

家
が
な
い
世
帯
を
対
象
に
実
施
し 

て
き
ま
し
た
県
の
借
上
げ
住
宅 

は
、
川
月
M
日
で
受
付
終
了
と
な 

り
ま
す
。(

同
日
ま
で
に
入
居
す 

る
物
件
の
み
受
付)

 

県
外
か
ら
県
内
へ
住
み
替
え
す 

る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き 

受
付
し
ま
す
。 

※
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
方 

は
、「

住
宅
の
応
急
修
理
制
度」

 

は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

•
受
付
.
問
い
合
わ
せ
先 

市

役

所

2

階

建

築

課(

S 

3
7
2
1
7
9)

 

職
場
の
労
使 

困
リ
ご
と
相
談
会 

福
島
県
と
福
島
県
労
働
委
員
会 

で
は
、
皆
さ
ん
の
職
場
で
起
き
て 

い
る
賃
金
や
労
働
条
件
を
め
ぐ
る 

労
使
間
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、 

出
張
相
談
会
と
電
話
相
談
を
行
い 

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
費
用 

は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談 

く
だ
さ
い
。 

《

電
話
相
談》

 

•
日
時2

月
3
日(

月)
〜

7 

日(

金)

8
時
3
0
分〜

1
8
時
％
分 

※
労
使
困
り
ご
と
相
談
は
、
右
記 

以
外
で
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま 

す
。(

来
所
、
電
話
、
E 
メ
丨
ル) 

•
問
い
合
わ
せ
先
福
島
県
労
働 

委
員
会
事
務
局(

S
0
2 
4
. 

5 

2 
1—

—

7
5
9
4
} 

• 
E 
メ
丨
ルl

a
b
o
u
r
-
r
c
@
p
r
e
f
.
 

rukcshimajlD
 

東
日
本
大
震
災 

無
料
困
リ
ご
と
相
談• 

法
律
相
談
会 

震
災
に
よ
り
、
法
律
問
題
で 

お
悩
み
の
方
や
そ
の
他
生
活
全 

般
に
つ
い
て
の
困
り
ご
と
が
あ 

る
方
を
対
象
に
無
料
相
談
を
行 

い
ま
す
。
ど
ん
な
相
談
で
も
構 

い
ま
せ
ん
。 

ど
ぅ
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く 

だ
さ
い
。 

•
日
時
平
日
.
u
時〜

川
時 

•
場
所
市
役
所
分
庁
舎
第 

1
会
賺
室
.
2
階(

K

リ
2
2 

0
6
} 

•
担
当
福
島
県
弁
護
士
会
、 

相
馬
市
四
団
体
協
議
会(

司
法 

書
士
会•

行
政
書
士
会•

土
地 

家
屋
調
査
士
会•

税
理
士
会)

 

弁
護
士
会
は
1
4
時〜

1
6
時
。 

四
団
体
協
護
会
は
4
時〜

1
8 

時
。
相
談
内
容
に
よ
り
担
当 

を
割
当
て
て
お
り
ま
す
の
で 

不
明
な
点
は
事
前
に
お
問
い 

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

交
通
事
故
相
談 

毎
週
木
曜
日(

1
日
と
祝
日 

を
除
く) 

9
時〜

"
時
、
生
活 

環
境
課
内
交
通
相
談
所
で
。 

無
料
法
律
相
談
会 

日
常
の
お
悩
み
に
、
法
律
的 

な
観
点
か
ら
無
料
で
相
談
を
行 

い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
生
活 

環
境
課
ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ 

い
。
予
約
は
9
月
ー
日(

木)
 

か
ら
。 

•
日
時
9
月
如
日(

火)

1
0 

時
“
分〜

1
4
時
4
0
分 

•
場
所
市
役
所
ー
階
市
民 

相
談
室 

行
政
相
談 

•
日
時
9
月
1
3
日(

火)
2
 

時〜

1
2
時(
毎
月
第
2
火
曜
日
；
1 

•
場
所
市
民
相
談
室(

市
役 

所
ー
階)

 

行
政
相
談
は
、
役
所(

国•
 

県
•
市)

や
特
殊
法
人
の
仕
事 

に
関
す
る
苦
情
や
要
望
に
つ
い 

て
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決 

を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守 

し
ま
す
。
ま
た
、
時
間
外
は
相 

談
員
宅
で
も
受
け
付
け
ま
す
。 

•
堀
川
相
談
員(

K
3
5
2 
2 
4 

2)

 

•
斉
藤
相
談
員(

S
3
5
2 

6
8
〇
ソ 

市
民
相
談 

毎
日(

土
、
曰
、
祝
日
を 

除
く)

、
生
活
環
境
課
で
。 

多
重
債
務
相
談 

毎
日(

土
、
日
、
祝
日
を 

除
く)

、
1
階
市
民
相
談
室
で
。 

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
相 

談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま 

す
。 

消
費
生
活
相
談 

訪
問
販
売•

商
品
ト
ラ
ブ
ル 

な
ど
に
つ
い
て
。 

9
月
1
6
日(

金)

9
時〜

巧 

時
、
1
階
市
民
相
談
室
で
。 

時
間
外
は
相
談
員
宅
で
も 

受
付
。
•
須
藤
相
談
員(

S 

3
5
3
2
8
4) 

相
談
窓
口•

問
い
合
わ
せ
先 

生
活
環
境
課(

0
3
7
2
1
4 
4) 

健
康
相
談 

毎
日(

土
、
日
、
祝
日
を
除
く)

、 

保
健
セ
ン
タ
丨
で
。
自
動
血
圧
計 

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン 

タ 

I 
(

S
%
4
4
7
7)

 

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談 

第
2 

. 

4
水
曜
日(

祝
日
の
場 

合
は
翌
日)

、
1
3
時〜

比
時
、
市 

社
会
福
祉
協
議
会(

総
合
福
祉
セ 

ン
タ—

内
S
%
5
0
3
3)

で
。 
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9月 4曰（曰） ヒロシ歯科クリニック 中村字塚田 35-0567 

9月11曰（曰） 山下歯科医院 原釜字大津 38-6497 

9月18日（日） 門馬歯科医院 中村字北町 36-4182 

9月19日（月） 八巻歯科医院 中 村 1 丁 目 35-3061 

9月23日（金） 山本歯科医院 中村字寺前 35-2853 

9月25日（日） 大沼歯科医院 南相馬市鹿島区 46-5970 

※診療時間は9:00〜16:00 

対 象 区 分 
担当課 

問い合わせ先 

®小学校1年生〜中学校3年生 学校教育課 

a s 7 - 2 1 8 5 ®市立幼稚園児 

学校教育課 

a s 7 - 2 1 8 5 

(D私立幼稚園•保育園児 
保健センタ一 

S 3 5 - 4 4 7 7 

© ®®以外で、平成17年4月2日〜 
平成2 3年8月31日生まれの乳幼児 

保健センタ一 

S 3 5 - 4 4 7 7 ®出産予定日が平成24年1月1日以 
降で、平成2 3年8月31曰までに母子 
健康手帳の交付を受けている妊婦 

保健センタ一 

S 3 5 - 4 4 7 7 

休日の当番医 

9月 4曰（曰） 相馬中央病院 沖ノ内3丁目 36-6611 

9月11日（日） 杉本医院 小泉字高池 36-3650 

9月18曰（曰） あらき産婦人科クリニック 馬場野字山越 35-0303 

9月19日（月） ふなばし内科クリニック 中村字塚田 35-1500 

9月23日（金） 早川医院 中村字泉町 37-3500 

9月25日（日） 八巻クリニック 中 村 1 丁 目 37-7117 

※診療時間 よ 9:00 〜16:00 

※救急医療病院は公立相馬総合病院（® 36-5101) 

相馬中央病院（ S 36-6611) 

休日の当番歯科医 

9月の行事予定 
(8月16日現在） 

月 曰 行 事 名 時 間 場 所 

9月2日（金） 相馬市発明展（〜5曰） 9 ： 00 コミュニティセンター 

9月4曰（曰） 
危機を乗り越えた 

町のデザイン 
13 ： 30 はまなす館2階 

9月6日（火） 9月定例教育委員会 13 ： 30 中央公民館 

9月10日（土） 
東日本大震災犠牲者の鎮魂の 

ための「天灯」 
18 ： 30 相馬原釜新漁港 

献血にご協力を 

月 曰 時 間 場 所 

9月4曰（日） 
|10 こ 0 0 〜 1 3 こ 001 

R4 ： 00~ 16 ： BO] 
エイ卜タウン相馬 

10: 00 〜13: 00 _ 
9月25日（日） ^株)イオン相馬店 

14 ： 00 〜16 ： 30 

※採血は医師の診断のうえ行います。 
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礙窟_廳_塵。[1_篇_窈迄@)諧_.魃 
市では、特定健康診査•胸部検診などを実施します。日程表をご覧のうえ、該当される方は、 

受診してください。 

国保特定健康診査受診券•後期高齢者健康診査受診案内•生活機能検査•胸部検診などの個人 

通知は、9月1日に封書で送付します。 

項目 
診査•検査 対象者 健診•検査内容 自己負担金 

•料金 
持参するもの 

特定健康診査 
4〇歳以上7 4歳までの国保の被身体測定•腹囲•血圧測 
保険者（健診当日7 5歳にならな定•尿検査•血液検査. 
い方） 診察 

1 , 0 0 0円 
※一部負担金等 

免除証明書の交付 
を受けた方は無料 

0歳以上の 
方は無料 

•受診券と受診録 
•国民健康保険証 
•一部負担金免除証明書 
•尿 

後期高齢者 
健康診査 

後期高齢者医療被保険者で健診を身体測定•血圧測定•尿 
申し込まれた方 検査•血液検査•診察 無 料 

•受診案内と受診録 
•尿 

生活機能検査 
6 5歳以上の方で6月に生活機能身体測定•血圧測定•関 
アンケートを実施した結果、検査節の状態•口腔内の状況-
が必要になつ た方 血液検査•心電図•診察 

無 料 
•受診案内 
•生活機能検査累 
•受診録 

胸部検診 
(結核•肺がん 

検診） 

©肺がん検診4 0歳以上の方 
© 結 核 検 診 6 5歳以上の方 胸部レン卜ゲン間接撮影 無 料 

•受診券’案内または 
通知書と受診録 

® S 46年4月1日からS 4 7年 
3月31日までに生まれた方 

肝炎ウイルス検査|@4〇歳以上の方で、これまでに、 
肝炎ウイルス検査を受けたことが 
ない方 

血液検査 
7〇〇円 

(7 0歳以上の方は 
無料） 

•肝炎ウイルス検査 
問診累 

(送付されている方のみ） 

®50歳以上で喫煙者の方 
肺がん喀痰検診@40歳以上で6ヶ月以内に 

血痰のあった方 

喀痰検査 
(健診会場で直接申し込 
みしてください） 

7〇0円 
(7 0歳以上の方は 
無料） 

前立腺がん検査 4〇歳以上で希望する男性 血液検査 2,10〇円 
(検査希望者全員） 

«注意事項》 

•受診券および国民健康保険証、受診案内、生活機能検査粟を持参しない場合は、健診などを受けられないこ 

とがあります。 

•血液検査は、空腹時検査となりますので、午前中に受ける方は朝食を、午後に受ける方は昼食をとらないで 

おいでください。水やお茶は飲んでも結構です。 

•尿は、尿コップにとってからスポイトにくみ上げてくださし、。 

•胸部検診の際の服装は、金属やボタンなどのついていない薄い服を1枚着ても結構です。（肌着や無地のT 

シャツ） 

•肝炎ウイルス検査は、以前に肝炎ウイルス検査を受けたことがある方、または肝臓病で通院中.経過観察中 

の方は、検査の対象になりません。 

•社会保険などの被扶養者で特定健康診査の対象となる方は、市の健康診査を利用することもできますので、 

日程表の中で都合のいい曰に特定健康診査受診券と被保険者証を持参のうえ、受診してください。 

詳しくは、加入している医療保険者（会社など）にご確認ください。 

•国保の特定健康診査の対象となる方で、職場で健康診査を受ける方は、健診結果を市の保険年金課にご持参 

ください。健診結果から、特定保健指導の対象になる方には、後日ご案内を送付します。 

H23. 9 . 1広報そうま浪 



«平成23年度特定健康診査および胸部検診など日程表》 

実施月日 曜 
午前の部 

(受付時間：9時〜11時） 
午後の部 

(受付時間：13時〜"1 5時） 

該当地区 場 所 該当地区 場 所 

9月26日 月 西部1 2 保健センタ一 西部9 保健センター 

9月27日 火 西部8 保健センター 西部11 保健センター 

9月28日 水 飯豊6•中部7 保健センタ一 飯豊7•西部1〇 保健センター 

9月29日 木 飯豊1• 3 飯豊公民館 飯 豊 2 • 4 • 5 飯豊公民館 

9月30日 金 西部1 保健センタ一 西部6 保健センター 

1〇月1曰 土 中部2および市内全地区 保健センター - -

10月3日 月 西部3 保健センタ一 西部5 保健センター 

10月4日 火 八 幡 1 • 6 • 7 八幡公民館 八 幡 2 • 3 • 4 • 5 八幡公民館 

10月5日 水 大野7 • 9 保健センタ一 西部4•山上1 保健センタ一 

10月6日 木 日立木1• 3 日立木公民館 曰立木2 • 4 • 5 • 6 日立木公民館 

1〇月7曰 金 磯 部 2 • 3 • 4 日立木公民館 磯部1•5•6•柚木仮設 日立木公民館 

10月11日 火 玉野1〜4 玉野公民館 山上2〜1〇 山上多目的集会所 

10月12日 水 大野3•大野台第5仮設 大野公民館 大野5 •大野台第1仮設 大野公民館 

10月13日 木 大野1•大野台第4仮設 大野公民館 大野6 大野公民館 

10月14曰 金 大野2•大野台第3仮設 大野公民館 大野4•大野台第2仮設 大野公民館 

10月16日 曰 中部3および市内全地区 保健センター - -

10月17日 月 中部1•大野8 保健センタ一 中部4•北飯渕仮設 保健センタ一 

10月18日 火 m S M • 2 • 3 東部公民館 東部4•刈敷田仮設 東部公民館 

10月19日 水 東部5 東部公民館 中部8 保健センター 

10月20日 木 西部2 保健センタ一 西部7 保健センタ一 

10月21日 金 中部6 保健センタ一 中部5 保健センタ_ 

《受付時間》 

午前の部：9時〜11時 

午後の部：13時〜15時 

1〇月11日の玉野公民館の受付時間のみ、9時3 0分〜10時3 0分 

※該当地区で受けられない方は、最寄りの会場で必ず受けてください。 

※駐車場に限りがあり、混雑が予想されますので、皆様には大変ご不便をおかけします。 

•問い合わせ先 

• 特 定 健 康 診 査 • 後 期 高 齢 者 健 康 診 査 保 険 年 金 課 ( S @ 2 1 4 0) 

• 生 活 機 能 検 査 健 康 福 祉 課 （ © @ 3 0 6 5) 

•胸部検診•肝炎ウイルス•喀痰•前立腺がん検査保健センタ一（ S ® 4 4 7 7) 

炬 広 報 そ う ま H 2 3 . 9 . 1 



今一度！ ！ 

「あせらず」 

「無理せず」 

「油断せず」 

9月は船員労働安全衛生月間です。 

国土交通省•水産庁 

H23. 9.1広報そうまd! 

東日本大震災に係る 

火葬費用などの返還 

東日本大震災の災害発生時に県内市町村に居た方で、 

震災と関係がある死と認められる方を、災害による混乱 

のためご遺族が火葬した場合、災害救助法の適用対象と 

なり、費用を国が負担します。すでにご遺族が費用を支 

払われている場合、返還します。 

參対象者「震災と関係がある死」と認められる方で、 

次のような場合を対象とします。 

1.津波や地震に伴う土砂崩れなどにより亡くなった方 

2.避難所で亡くなった方 

3 .搬送された病院や社会福祉施設などで亡くなった方 

•対象期間災害による混乱のため御遺族が実施した 

もので、平成23年3月U日の災害発生後から7月31 

曰までに火葬したもの 

•対象経費 

(1)火葬費用、棺（付属品も含む)、骨壷•骨箱、遺体 

安置料（遺体保存のための資材代も含む）および遺体搬 

送料。これらのうち県が必要と認めるもの。 

(2 )大人（満12歳以上）の場合、2 0 1 , 0 0 0円以内、 

小人の場合（満12歳未満）16 0 , 8 0 0円以内を原 

則とします。 

※式典費用（祭壇、供花、酒代）は対象外。 

•受付期間11月3 0日まで 

•問い合わせ先市民課戸籍係（S 37- 2 1 3 7) 
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続
き
が
必
要 

で
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
保
険
年 

金
課
国
民
健
康
保
険
係(

S 

m
2
1
4
0)

 

遺
体
安
置
所
は
警
察
署
内 

に
移
転
し
ま
し
た 

東
日
本
大
震
災
に
係
る
遺
体
安 

置
所
は
、
9
月
1
曰(

木)

か
ら 

相
馬
警
察
署
内
に
移
転
し
ま
し 

た
。 収

容
さ
れ
て
い
る
ご
遺
体
は
あ 

り
ま
せ
ん
が
、
身
元
不
明
と
な
つ 

て
い
る
ご
遺
体
の
情
報
が
あ
り
ま 

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
確
認
を
お 

願
い
し
ま
す
。(

相
馬
警
察
署 

S 

^
3 

1 

9 

1)
 



<F広報そうまH23. 9.1 

回 1ぺ谷 開催日 時間 

1 自分の価値観を知る 10/4 (火） 

2 自分を動かすもの 10/11(火） 
13:30 

3 職業理解、企業理解 10ハ7(月) 
13:30 

4 ビジネススキルとは 10/25 (火） c 
5 応募書類の作成 11/1(火） 

6 自己PRと志望動機 11/7 (月） 
16:30 

7 面接のポイン卜 11/15 (火） 
16:30 

8 自己育成と心構え 11/22 (火） 

※希望の回を選択しての参加可。 

1 0 月 1日（土） 

時 間 内 容 

1 OBf 〜1 2Bt 社会起業家の基本事項 

13時〜“！ 5時 社会起業家の事例に学ぶ 

1 5 時 〜 1 7 時 社会起業家へのプロセス（1) 

1 0月 2曰（曰） 

時 間 内 容 

1〇 B t ~ 1 2B# 社会起業家へのプロセス（2) 

1 3 時 〜 1 5 時 社会起業家ワークシヨップ（1) 

1 5 時 〜 1 7 時 社会起業家ワークショップ（2) 

買い換え 

•
主
催
福
島
労
働
局
/
若
年
者 

地
域
連
携
事
業 

•
対
象
者
概
ね
4
0
歳
未
満
で
正 

規
雇
用
を
目
指
し
求
職
中
の
方 

•
定
員
％
名
※
定
員
に
な
り 

次
第
綿
め
切
り
と
な
り
ま
す 

•
参
加
費
無
料(

テ
キ
ス
ト
込)

 

•
講
師
経
験
豊
富
な
キ
ャ
リ
ア 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

着
会
場
相
馬
市
総
合
福
祉
セ
ン 

タ
丨(

は
ま
な
す
館) 

•
問
い
合
わ
せ•

申
し
込
み
先 

若
年
者
地
域
連
携
事
業
事
務
局 

(

運
営
受
託
団
体=

学
校
法
人
新 

潟
総
合
学
院)

(

S
0
2
4 

9 
5
6
1
1
〇 

2 
8
} 

若
年
求
職
者
の
た
め
の 

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
丨 

正
規
雇
用
を
目
指
し
求
職
中
の 

若
年
者
の
方
を
対
象
と
し
た
就
職 

支
援
セ
ミ
ナ
丨
が
次
に
よ
り
開
催 

さ
れ
ま
す
。 

福
島
県
社
会
起
業
家 

育
成
セ
ミ
ナ
I 

地
域
や
社
会
の
抱
え
る
課
題
を 

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
事
業
性
を
確
保 

し
な
が
ら
解
決
す
る
社
会
起
業
家 

の
育
成
を
図
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
丨 

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
お
気
軽
に
お
問 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

•
場
所
相
双
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン 

キ
ユ
べ
丨
.
^
セ
ン
タ
丨(

南
相
馬 

市
原
町
区
旭
町
3—

洲
駅
前
プ 

ラ
ザ) 

•
問
い
合
わ
せ
先
特
定
非
営
利 

活
動
法
人
相
双
N
P
O
セ
ン
タ
丨 

(

0
2
2
8
5
0
0)

 

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
へ 

県
税
の
優
遇
指
置 

《
代
替
自
動
車
の 

非
課
税
搭
置》

 

地
震
ま
た
は
津
波
に
よ
る
被
災 

自
動
車
の
代
替
自
動
車
を
取
得
し 

た
場
合
、
申
請
に
よ
り
自
動
車
取 

得
税
お
よ
び
平
成
巧
年
度
ま
で
の 

各
年
度
の
自
動
車
税
が
非
課
税
と 

な
り
ま
す
。
. 

r ^ \ 

被
災
自
動
車 

=

震
災
に
よ
り
滅
失•

損
壊 

ハ
代
替
自
動
車=

非
課
税
ノ 

※
衲
付
済
み
の
場
合
は
還
付 

《

相
当
の
修
繕
費
を
要
し
た 

自
動
車
の
減
免
搭
置》
 

地
震
ま
た
は
津
波
に
よ
り
自
己 

の
所
有
す
る
自
動
車
が
損
害
を
受 

け
、
修
繕
費(

保
険
金
、
損
害
賠 

償
金
な
ど
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ
る 

金
額
を
除
く)

が
被
災
前
の
自
動 

車
の
価
格
の
如
％
以
上
で
あ
る
場 

合
は
、
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
の 

減
免
指
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き 

ま
す
。 

※
原
子
力
災
害
に
よ
る
被
災
自
動 v ^ / 

車
に
つ
い
て
は
、
現
在
救
済
指 

置
を
検
討
中 

《

被
災
代
替
家
屋
な
ど
の 

不
動
産
取
得
税》

 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し 

た
家
屋
の
所
有
者
が
、
平
成
幻
年 

3
月
M
日
ま
で
に
新
た
な
家
屋
を 

取
得
し
た
場
合
、「

新
た
に
取
得 

さ
れ
た
家
屋」

の
不
動
産
取
得
税 

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
被
災
し
た
家
屋
の
敷
地 

で
あ
る
土
地
の
所
有
者
に
つ
い
て 

も
、
同
様
の
軽
減
指
置
が
あ
り
ま 

す
。 

《

個
人
事
業
税
の
課
税
な
ど》

 

県
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方 

を
対
象
と
し
た
個
人
事
業
税
は
、 

通
常
8
月
3
1
日(

第
1
期
分)

ま 

で
と
U
月
如
曰(

第
2
期
分)

ま 

で
の
2
回
に
分
け
て
衲
め
る
こ
と 

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
2
3
年 

度
課
税
分
に
つ
い
て
は
東
日
本
大 

震
災
に
伴
ぅ
訥
期
限
等
の
延
長
揩 

置
に
よ
り
、
衲
税
通
知
書
の
発
付 

を
延
期
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
事
業
用
資
産
に
受
け
た 

損
害
の
程
度
に
応
じ
て
減
免
を
受 

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
相
双
地
方
振 

自
動
車
税 定

期
課
税
の
実
施 

現
在
、
県
で
は
東
日
本
大
震
災 

に
よ
り
平
成
？3

年
度
自
動
車
税
の 

定
期
課
税(

4
月
1
日
基
準
日)

 

を
延
期
し
て
お
り
ま
す
が
、
原
子 

力
災
害
区
域
と
な
る
一
部
市
町
村 

を
除
き
次
の
日
程
で
衲
税
通
知
書 

を
お
送
り
し
ま
す
。 

一
部
市
町
村
と
は
、
田
村
市
、 

南
相
馬
市
、
川
俣
町
、
飯
舘
村
、 

双
葉
郡
の
全
町
村
。 

畚
発
付
日
9
月
7
日(

水)
 

•
衲
期
限
1
0
月
3
1
日(

月) 

な
お
、
2
月
3
0
曰
ま
で
に
車
検 

有
効
期
限
が
満
了
す
る
自
動
車
に 

つ
い
て
は
、
平
成
m
年
度
の
訥
税 

証
明
書
で
車
検
を
受
け
る
こ
と
が 

で
き
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
相
双
地
方
振 

興
局
県
税
部(§

3

沈
1
1
2 
7) 

興
局
県
税
部(

a
; 

2 
3 



そラ袤市民まつり 

H23. 9.1広報そうま（1? 

新婚さんに 

結婚記念樹を 

プレぜン卜 

2級ホ一厶ヘルノ く一養成講座受講生昜集 

市では、2級ホ一ムヘルパ一養成講座（後期講座）の受講生を募集します。 

この講座は、介護に対する市民の理解を探めるとともに、必要な知識と技能を有する 

介護人材の育成を図るために実施します。 

実施期間 平成2 3年11月1日（火）〜平成2 4年2月28日（火） 

研イ彦時間等 
講義5 2時間（通信学習30日間)、 
実技4 8時間（実技スクーリング11日間)、実習3 0時間（5日間） 
計 1 3 0時間（46日間） 

募集定員 
2 0名 
※応募者多数の場合は、抽選により決定します。 

募集対象者 
相馬市に住所を有し心身ともに健康な方で、介護サービス事業に勤務 
している方、勤務することが確定している方または勤務することを希 
望する方。 

受講経費 
受講料（テキスト代、副教材費含む）2 5, 0 0 0円 
※交通費•昼食代•健康診断料は別途個人負担となります。 

申込方法 

所定の受講申込書にご記入の上、市役所健康福祉課に提出してくださ 
い。 
※受講申込書は市役所健康福祉課、または市のホームページにありま 
す。 

※受講を希望するにあたっての志望の動機は、必ず記入してください。 

申込期限 平成2 3年10月7日（金）※必着（期限厳守） 

受18生の決定 申込者全員に後日通知します。 

研修終了認定 全ての研修を終了された方には修了証明書などを交付します。 

問い合わせ先 健康福祉課高齢福祉係(S3 7 - 2 1 7 4) 

V 

.
1 
一 

昨
年
の
記
念
撮
影 

が
な)

、
電
話
番
号
を
記
入
し
て 

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、 

電
話
に
よ
る
受
付
は
し
ま
せ
ん
。 

申
し
込
み
に
つ
い
て
、
ご
不
明 

な
点
が
あ
る
場
合
は
農
林
水
産
課 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

•
申
込
期
限
9
月
3
0
日(

金)
 

当
日
消
印
有
効 

•
記
念
樹
贈
呈
日
U
月
中
を
予 

定
し
て
お
り
ま
す
。(

詳
細
は
返 

信
用
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま 

す)
 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
農 

林
水
産
課
農
地
林
務
係(

S 

^
2
1
5
1)

 

市
で
は
、
緑
を
慈
し
み
、
親
し 

ん
で
い
た
だ
く
た
め
今
年
も
新
婚 

の
方
に
結
婚
記
念
樹
を
贈
呈
し
ま 

す
。 希

望
さ
れ
る
方
は
次
に
よ
り
お 

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

•
対
象
者
平
成
M
年
9
月
1
曰 

か
ら
平
成
M
年
8
月
M
日
ま
で
に 

結
婚
さ
れ
た
方(

婚
姻
届
提
出
曰)

 

で
、
市
内
に
住
所
を
持
つ
方
。 

•
樹
種
未
定
1
本(

室
内
で 

も
育
て
ら
れ
る
鉢
植
え
の
樹
木
を 

贈
呈
し
ま
す
の
で
ア
バ
丨
ト
な
ど 

に
お
住
ま
い
の
新
婚
さ
ん
も
是
非 

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い)

 

•
申
込
方
法
往
復
は
が
き
に 

「
結
婚
記
念
樹
希
望」

と
明
記
の 

上
、
住
所
、
夫
婦
の
氏
名(

ふ
り 



図書館あんない 

おすすめ図書 

『詩の礫』 

和合 亮ー[著] 

放射能が降っています。 

静かな夜です…。3月16 

日午前4時2 3分の被災 

後最初のメツセ一ジから 

5月26曰まで、福島在住 

詩人がツイツターで放っ 

た言葉•咆哮を収録。 

『東日本大震災心をつなぐニュース』 

池上彰+文藝春秋[編] 

避難者に物資を届ける肺 

妹、濁流から10人を助 

けた元ラガーマン、被災 

地に留まるフィリピン人 

看護師…。地域に密着し 

た東北•東日本の地元新 

聞から、感動の震災ニュー 

ス94本を厳選して紹介 

します。 

※おすすめ図書の内容説明はTRC図書館流通 

センターTOOLiより引用しています。 

毎月の新しく入った図書の一覧は図書館で配布 

しております。また、相馬市のホームページで 

もご覧になれます。 

おはなしの部屋 

一読み聞かせと折り紙一 

• 日時 9月 3日（土） 1 0 ： 30 

テ一マ=「空」 

折り紙=「ひこうき」 

• 日 時 1 0 月 1 日 （ 土 ） 1 0 ： 30 

テーマ=「おでかけ」 

折り紙=「うさぎ」 

•場所図書館内「こどもの部屋」 

•ボランティア募集 

おはなしの部屋では、いっしよに読み聞かせを 

行ってくれる、おはなしボランティアを常時募 

集しています。ぜひ、活動を見にきてください。 

•問い合わせ先 

相 馬 市 図 書 館 S 3 7 — 2 6 3 0 

( 1 広 報 そ う ま H 2 3 . 9.1 

震
災
を
乗
り
越
え
開
催
さ
れ
る 

「

全
国
報
徳
サ
ミ
ッ
ト
桜
川
市
大
会」

に
ご
参
加
く
だ
さ
い 

市
で
は
、「

第
1
7
回
全
国
報
徳 

サ
ミ
ッ
ト
桜
川
市
大
会」

市
民
バ 

ス
ツ
ア
丨
の
参
加
者
を
募
集
し
ま 

す
。 昨

年
の
第S

回
相
馬
市
大
会
に 

お
い
て
、
金
次
郎
像
を
今
年
度
開 

催
地
の
茨
城
県
桜
川
市
に
引
き
継 

ぎ
、
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に 

お
い
て
は
、
桜
川
市
を
は
じ
め
報 

徳
仕
法
関
係
自
治
体
な
ど
か
ら 

様
々
な
形
で
多
く
の
ご
支
援
を
い 

た
だ
き
ま
し
た
。 

ぜ
ひ
、
報
徳
仕
法
の
絆
で
つ
な 

が
る
一
一
宮
尊
徳
ゆ
か
り
の
地
で
の 

「

全
国
報
徳
サ
ミ
ッ
ト」

に
参
加 

し
、
多
く
の
皆
さ
ん
と
市
民
間
交 

流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

•
日
時
2
月
2
1
日(

金)
〜

2
2 

曰(

土)

1
泊
2
曰 

•
場
所
茨
城
県
桜
川
市
•
大
和 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
j「

シ
ト
ラ
ス」

 

•
参
加
費
1
7
、
o
o
o
円(

う 

ち
市
か
ら
7
、
o
o
o
円
助
成
し 

ま
す) 

參
定
員
2
0
人(

先
着
順) 

•
申
込
期
限
9
月
3
0
日(

金)
 
•
申
込
方
法
市
役
所
か
市
ホ
j 

ム
ぺ•~
ジ
に
あ
る
参
加
申
込
書
な 

ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

•
提
出
先
生
涯
学
習
課
文
化 

係(

A
P
^
2
^~
- 
8 
7 

フ
ァ
ク
ス 

3
7
2
6
1
7)
 

第
2
回 

松
川
浦
の
未
来
を
語
る
、
セ
ミ
ナ—

ル 

危
機
を
乗
リ
越
え
た 

町
の
デ
ザ
イ
ン 

自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、
戦
災
、 

爆
弾
テ
ロ
、
貧
困
な
ど
、
危
機
を 

乗
り
越
え
て
ま
ち
を
再
生
し
た
世 

界
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

ま
ち
の
未
来
の
た
め
に
、
新
た 

な
空
間
デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性
を
、 

参
加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え 

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

參
講
師
伊
藤
香
織
氏(

東
京
大 

学
空
間
情
報
科
学
研
究
セ
ン
タ
丨 

客
員
研
究
員
。
東
京
理
科
大
学
理 

工
学
部
建
築
学
科
准
教
授)

 

•
日
時
9
月
4
日(

日)

口 

時
3
0
分 

_
場
所
は
ま
な
す
館
2
階
会 

議
室 

•
入
場
料
無
料 

•
主
催
•
問
い
合
わ
せ
先
松
川 

浦
の
未
来
を
語
る
、
セ
ミ
ナ
丨
ル
実 

行
委
員
会(

N
P
O
フ
丨
太
郎 

の
森
基
金
内)(

S
3
8
7 
8 
2 
0) 

•
後
援
相
馬
市
•
相
馬
市
教
育 

委
員
会 

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
の 

鎮
魂
の
た
め「

天
灯」

開
催 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
犠
牲
と 

な
ら
れ
た
方
々
の
魂
を
弔
ぅ
た 

め
、
デ
ザ
イ
ナ
ー•

山
本
寛
斎
氏 

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
り
、
天
空 

た
か
く
灯
ろ
ぅ
を
上
げ
る
鎮
魂
• 

慰
霊
行
事「

天
灯」

が
実
施
さ
れ 

ま
す
。 

一
般
の
方
の
会
場
へ
の
入
場
は 

制
限
さ
れ
ま
す
が
、
会
場
周
辺
か 

ら
犠
牲
者
の
魂
を
夜
空
に
送
り
届 

け
る
慰
霊
の
儀
式
へ
お
臨
み
い
た 

だ
け
ま
す
。 

•
日
時
9
月
扣
日(
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•
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所
相
馬
原
釜
新
漁
港(

鵜 

の
尾
岬
灯
台
下)

 

•
問
い
合
わ
せ
先
観
光
物
産
課 

(

S
3
7
2
1
5
3)
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~7年の敬老云は、地域ふれあ 

い敬老会として下記の日程で開 

催します。それぞれの地域のみ 

なさんによる歌や踊りなどの楽 

しいアトラクションを予定して 

おりますので、たくさんの方々 

のご来場をお待ちしております。 

今年は7 5歳以上の方（昭和 

11年9月15日以前に生まれ 

た方）をご招待しますので、招 

待状(はがき）をご持参ください。 

なお、各開催場所で祝金•記 

念品を贈呈するのは8 5歳以上 

の方（昭和元年9月15曰以前 

に生まれた方）ですので、招待 

状（はがき）と印かんを忘れず 

にご持参ください。 

《当日、敬老祝金を受け取るこ 

とができない方へ》 

当日敬老祝金を受け取ること 

ができない方には、後日、市役 

所健康福祉課で敬老祝金をお渡 

ししますので、招待状（はがき） 

と印かんを御持参ください。代 

理人でも結構です。（詳しくは、 

招待状をご覧ください） 

東日本大震災そうま慰霊 

花火大会は8月 1 3日、相 

馬光陽サツ力一場で開かれ、 

夜空に咲く大輪の花に市民 

は鎮魂の祈りを捧げました。 

実行委員会（実行委員 

長•荒井宏美相馬商工会議 

所会頭）の主催。被災地支 

援団体「ジゲン」などが企 

画•運営に携わり、市など 

の後援。 

テーマは「ふるさと相馬 

の鎮魂と復興に舞いあがれ 

光明の大輪」 

相馬市仏教会の僧りよに 

よる読経がささげられ、約 

3千発が打ち上げられまし 

た。 

また、多数のタレントな 

どがステージを彩り、相馬 

に元気を与えました。 

9月17曰(土） 飯 豊 9時30分〜11時 飯 豊 公 民 館 

9月17日（土） 日 立 木 9時30分〜11時30分 
道 の 駅 そ う ま 
体 験 実 習 館 

9月25日（日) 八 幡 9時〜10時30分 八 幡 公 民 館 

10月2日（曰） 

中 u a 部 

10時〜11時30分 は ま な す 館 10月2日（曰） 中 村 中 部 10時〜11時30分 は ま な す 館 10月2日（曰） 

磯 部 

10時〜11時30分 は ま な す 館 

1〇月8日（土） 中 村 東 部 10時30分〜12時 東 部 公 民 館 

後日お知らせ 
します 

大 野 

後日お知らせします 
後日お知らせ 

します 
山 上 後日お知らせします 

後日お知らせ 
します 

玉 野 

後日お知らせします 

•問い合わせ先健康福祉課（ S 37-2174) 
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